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PART 1　若い未踏クリエータからのメッセージ
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　私の未踏との出会いは，大学 2 年の夏，和田健之介氏 
のプロジェクト 1）で，電磁気や進化の実験のための仮想
世界を作ったこと，そして彼に教わって興味を持ち，未踏
ユースでゲノム情報の可視化ソフトを開発したことだ．そ
の後，数学的構造の美しさを可視化した CG 作品で受賞
したり，高機能自閉症に関心を持ったり 2），東工大の技
術経営戦略分野で社会科学を学んだりしている．
　面白いものを生みだすには異分野の結合が重要だ．かつ
ては私は自分が複数分野を学ぶことが必須だと考えていた
が，最近は得意分野の異なる人たちをつなぎあわせてコミ
ュニティ（COM）を作ることでも実現できると考えている．
どうつなぐのがよいだろうか？　人間の認知能力には限界
があり，大きすぎる COM では結合が疎になる．また，共
に何かを行うには相手を信用できることも重要であり，そ
れには共通の友人の存在が有効だ 3）．COM の外との人
間関係が新しい情報の獲得に重要である 4）こともあわせる
と，小規模で密な COM が，両方に属する個人を介して
つながりあうネットワーク構造 （NW）が好ましい （図 -1）．
　幸い，未踏ユースには NW を作り出すシステムがあった．
ブースト会議だ．これが同期の横糸と採択年度の異なる
OBとの縦糸を編み上げ NW を形成した．この NW からは，
いくつもの面白い成果が生まれており，私は今後も生まれ
続けると信じている．このような NW を増やせば世界はも 
っと面白くなるだろう．そこで事例を 3 つ紹介する．
　1 つ目，セキュリティ＆プログラミングキャンプは，IT 意
識の向上を狙った，22 歳以下の若者を対象とする IPA の
事業である．全国から選抜された 60 人が 5 つのクラスに
分かれ異なる専門分野について合宿形式で学ぶ．私はプ
ログラミング言語クラスのクラス長として参加したが，参
加者の感想に感銘を受けたので紹介したい．それは 「自
分とプロトコルの合う友だちが見つかった」だ．専門クラ
ス内での交流，キャンプ全体としての交流で出会いの機会
を作る．さらに，選抜された OB が参加者のサポートをす
る仕組みで，採択年度を越えたつながりを作る．合宿形
式で同じ釜の飯を食うことも重要な要素だろう．これらの
施策により参加者は，興味の一致した人だけではなく，専

門の異なる人とも NW を形成できる．
　2 つ目，シリコンバレーの有力ベンチャーキャピタルであ
る Y Combinator（YC）もまた NW 形成を重視している．
Dropbox を創業した Drew Houston は 「YC には非常
に素晴らしい同期生たちの NW がある（略）この価値は
過小評価されている」と語っている 5）．YC の出資額が未
踏と同程度 （3 人で 2 万ドル）という点も興味深い．金
額ではなくNW 形成が重要なのだ．
　3 つ目，サイボウズ・ラボユースは，弊社 （サイボウズ）
が今年から始めた若手エンジニア育成事業である．開発合
宿という形で採択者を集め NW 形成を図っている．まだ始
まったばかりの事業なので至らない点もあるだろうが，今
後この事業から何か面白いものが生まれると期待したい．
　行われつつある NW 形成について 3 つの事例を紹介し
た．日本中の面白い人たちの間で NW 形成が盛んになれ
ば，きっともっと面白い世界になるだろう．みなさんにもで
きることがあるはずだ．この記事が一助となれば幸いである．
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ネットワーク形成システムとしての未踏

特集  未踏ユースから育ったタレントたち

図 -1　コミュニティの構造
認知能力の限界を各点の位数が 6 であることで表現している．左 : 
密だが情報流通の範囲が狭い構造．中 : 小さな密コミュニティが
つながりあうネットワーク構造．右 : 情報流通は広いが 1 対 1 の
関係のため囚人のジレンマに脆弱な構造．
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